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1． 問題 

平成 20 年の中央教育審議会答申において

子どもたちの体力水準が全体として低下して

いることがうかがえるとともに，積極的に運

動する子どもとそうでない子どもに分散が拡

大していることが指摘されている（体力水

準・運動時間の二極化）。また，現行の学習指

導要領体育科解説においては体力の向上を重

視し，「体つくり運動」の一層の充実を図ると

ともに，学習したことを家庭などで生かすこ

とができるようにすること，つまり「運動の

日常化」を改訂の要点に盛り込んでいる。さ

らに，平成 23 年の日本学術学会議の提言では，

子どもの運動時間の目安が示されるなど，本

研究の問題意識でもある「運動の日常化」に

ついては様々な提言がなされている。これら

を受け，山梨県においても平成 26 年度の指導

重点において「運動の日常化」が掲げられて

いる。 

文部科学省実施の全国体力・運動能力，運

動習慣等調査結果（平成 26 年度調査）による

と，小学生の 1週間の総運動時間において運

動時間が少ないほど体力水準が低いことがデ

ータとして明らかになった。さらに，「体育の

授業は楽しいですか」の回答において男女と

もに「楽しくない」と答えた集団は，それ以

外の集団と比べて，体力合計点が低い傾向が

見られた。このことから，体力水準の低い子，

運動時間の少ない子，すなわち 2極化の低位

の子どもたちに焦点を当て，その子どもたち

も体育学習を楽しく行うことで体を動かすこ

とが好きになり，その結果，日常的に運動を

するようになること（運動の日常化）は重要

な視点だと考えることができる。 

これまで山梨県では「子どもたちの体力向

上プログラム」として，公立の全小中学校に

おいて様々な取組がなされているが，依然と

して体力合計点は低い傾向にある。その要因

の一つに考えられるのは，決められた時間に

画一的，強制的に運動を行わせるのでは，子

どもたちにとって一時的な取り組みで終わっ

てしまい，その後継続して運動を行うことは

少ないということである。重要なのは子ども

たちが主体的，自主的，日常的に運動を行う

ようになること（＝「運動の日常化」）だと考

える。そこで，毎日の生活をともに過ごして

いる学級担任が，実態を丁寧に見とる中で，

「運動の日常化」という視点を持って多面的

にアプローチすることは，子どもたちの体力

向上につながる有効な手立ての一つであると

考えた。 

以上のような問題意識から本論文では「運

動が苦手な子」「日常的に運動をしない子」「体

力水準の低い子」も主体的，自主的，日常的

に運動を行うようになる（＝「運動の日常化」）

ために，小学校現場における体育科の授業に

おいてどのような手立てを講じればよいのか

について検討する。 

 なお本研究における「運動の日常化」とは，

『子どもの自由裁量の時間（休み時間・放課

後・家庭での自由時間など）に身体活動をと

もなう「遊び」を主体的，自主的，日常的に

行うようになる』こととし，目安として（文

部科学省，2011）「子どもの体力向上のための

取り組みハンドブック」における運動時間の

2極化傾向の比較基準である「1週間の総運動

時間 420 分（1 日 60 分）」を目指すこととす

る。 
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